
 

Official TEST Report 

2022/3/7～8 SUZUKA 1st Official test 

 

「鈴鹿サーキット 60周年ファン感謝デー」は、3月 5～6日に開催され、シーズンスタ

ートを待ちわびた多くのファンで大盛況となった。続いて開催された、第 1 回目公式テス

ト鈴鹿。DOCOMO TEAM DANDELION RACING は、牧野任祐選手を 5号車に、新たに

昨年ルーキーオブザイヤーを獲得した大津弘樹選手を 6号車に迎え 2022シーズンに臨む。 

公式テスト 1 日目、厳しい冷え込みの中、牧野選手、大津選手共に、セッション序盤か

ら積極的に走りこみ、3ヶ月のインターバルの間に昨年度の検証を行い持ち込んだ新たなセ

ットアップや空力関連のテスト、2022年仕様のヨコハマタイヤのテストなどメニューを消

化。午後のセッションでの予選シミュレーションでは、アタックラップ中に最終シケイン

でストップ車両が発生したためスローダウン。ベストラップを記録することはできなかっ

たが、大津選手が 3位、牧野選手は 6位でテスト初日を終えた。 

公式テスト 2日目、昨日より気温も上がり風も穏やかなコンディション。 

午前中は昨日から引続きのテストメニューに加え、ピットストップ練習なども行った。

午後はレースシミュレーションとして、両選手ともに 40周以上を周回。 

2022年仕様タイヤの特性や新たな車両セットアップメニューを消化し、良い部分、悪い

部分、新たな課題も得、有意義なテストを終えた。 

 

5：牧野任祐 選手 総合 6位（ホンダ勢 3位） 

2日間を通して、レースや予選シミュレーション、新たなパーツなど様々なメニューを 

準備して臨みました。初日は 12月のルーキーテストで課題となった部分を中心に進め 

ました。チームが様々な対策を準備してきてくれて、課題の対策もでき、さらなる理解 

にもつながりました。予選シミュレーションは他車のスピンなどでうまく記録できませ 

んでしたが、速い部分も足りないところも掴むことはできました。 

2日目のレースモードでの速さもあり、非常に感触良くテストメニューも順調にこなす 

ことが出来ました。この良い状況をベースに、第2回公式テスト富士に向けて準備します。 

  

6：大津弘樹 選手 総合 3位（ホンダ勢 2位） 

ルーキーテストに続き、公式テスト 2日間を通して、レースシミュレーションも予選モ 

ードも様々なメニューを消化することが出来ました。チームはプロフェッショナルで、 

信頼関係も築けました。 

今までわからなかった部分が理解でき、ダンディライアンの総合力も予想通りでした。 

今シーズンがとても楽しみです。 


